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村
民
の
み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
平
成
二
十
三
年
の
新

春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
村
政
の
運
営
に
何
か
と
、
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
を
背
景
に
、

国
内
外
を
問
わ
ず
政
治
も
経
済
も
大
変
厳
し
い
状

況
で
推
移
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

政
府
に
お
い
て
も
「
緊
急
経
済
対
策
」
を
は
じ

め
様
々
な
景
気
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
こ
そ
、
本
格
的
な
景
気
の
回
復
を
心
か
ら

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
奈
良
県
で
は
平
城
遷
都

千
三
百
年
祭
が
開
催
さ
れ
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
吉
野
郡
各
地

域
に
お
い
て
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
多
彩
に
開
催
さ

れ
、
い
ず
れ
も
成
功
裡
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
の

中
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も
と
に
、

順
調
に
主
要
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ

て
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
例

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
就

任
三
年
目
を
向
か
え
る
今
年
は
、
目
標
に
向
か
っ

て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
大
躍
進
の
年
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
多
岐
、
多

様
に
わ
た
り
ま
す
が
、
今
後
も
村
民
の
み
な
さ
ま

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
を
村
政
運
営
の

基
本
と
し
て
、
議
会
議
員
の
皆
様
方
と
も
連
携
、

協
議
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
創

造
す
る
た
め
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

新
年
明
け
ま
し
て 

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

天川村長

柿坂　彌壽麿
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平成22年12月２日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の定時登録が行わ
れました。
今回の定時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

11月20日（土）、天川村青少年健全育成協議会（会長　増谷
英樹）・天川村子ども会連絡協議会（会長　上西修一郎）に
よる子どもたちのグランドゴルフ大会が天川小学校運動場で
行われました。
当日は、天候に恵まれ園児から中学生36人の子どもたちが、

会員さんとともにゲームを楽しみました。

天川村と大阪府枚方市は、平成11年度より七夕伝説交流の
まちとして、市民交流を行なっています。
「友好・交流都市物産展」は、毎年秋に枚方市役所横の岡

東中央公園において開催され、今年の物産展は、11月18日～
19日の２日間実施されました。
この物産展は、８つの交流都市（北海道別海町・北海道伊

達市・大阪府枚方市・高知県四万十市・香川県高松市・長崎
県波佐見町・沖縄県名護市・天川村）が親交を深めるため地
場の特産品を販売しています。
本村も天川村ふれあい直売所小路の駅「てん」の商品や天

川の郷土の食べ物「いもぼた」を販売し、広く天川村をPR
しました。
また、20日には、枚方農業祭りにも参加し大成功に終わりました。
今後は、スポーツ・文化・教育等において、さらなる交流を図っていきます。

選挙人名簿　12月定時登録

子どもたちのグランドゴルフ大会

『友好・交流都市物産展』が枚方市で開催されました！

男 女 合　計

22.9.2の選挙人名簿登録者数（定時登録） 734 838 1,572

名簿抹消者数 10 7 17

名簿登録者数 4 7 11

22.12.2の選挙人名簿登録者数 728 838 1,566

選挙人名簿の登録について
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11月13日（土）「南吉野部会内郵便局」社員による美化活動（ゴミ拾い）が、29人の参加者で行わ
れました。
参加者は、天川村役場前駐車場で集合し、３班に分かれて天川村役場からみたらい渓谷周辺まで

のゴミを拾いました。観光地だけに、きれいに整備されていましたが、みんなで探すと山の中や草
むらの中に捨てられた空き缶やタバコの吸い殻等いろいろなゴミが集まりました。
当日は、みたらい渓谷の紅葉も真っ盛りで行楽客が沢山来られており「ご苦労様！」と多くの人

に声を掛けられ心まで洗われた気持ちになりました。

※南吉野部会内郵便局10局（大淀下渕局・大淀越部局・下市局・秋野局・丹生局・黒滝局・天の川
局・洞川局・和田局・白銀局）

このたび、経済産業省より経済産業省所管統計調査の調査員に感謝状が授与されました。こ
の感謝状は、経済産業省所管の統計調査員を対象として統計業務に対する功績を表彰し、資質
の向上と士気の高揚を図り、もって統計調査の円滑な実施に貢献した者に与えられます。
今回授与された鹿尾様におかれましては、平成９年～平成21年の13年間に工業統計８回、商

業統計２回の合計10回調査員をしていただいております。
これからも統計調査員としてご協力いただき、益々ご隆盛されるようお祈り申し上げます。
このたびは、誠におめでとうございました。

鹿　尾　善　之　様（川合）

平成22年度　経済産業省所管統計調査感謝状授与 平成22年度　経済産業省所管統計調査感謝状授与 平成22年度　経済産業省所管統計調査感謝状授与 

南吉野部会内郵便局社員による美化活動が行われました

日頃から、村内の環境美化活動に、積極的に取り組んで頂いて
いる各種団体等の皆様、いつも、ありがとうございます。
このように多くの地域の人々や団体が協力し，美しい街づくり

を推進することは大変意義のあることだと思います。この場をお
かりして、ご協力頂いている皆様にお礼申し上げます。

住民課環境衛生係
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11月21（日）に、吉野郡民（秋季）体
育大会のターゲットバードゴルフ大会が、
本村を会場として開催されました。
郡内町村より４チーム（16人）の参加

があり、本村からは１チームが参加し、
天川村Ａチームが準優勝致しました。

団体の部の結果は下記のとおりです。

吉野郡納税貯蓄組合連合会が平成22年度中学生の「税についての作文」を募集したところ、吉野
郡13校742編の応募がありました。
本村からは、下記の３人の方の作品が、特に優秀と認められ、各賞を受賞されました、おめでと

うございます。

優　勝　下市町（体協）チーム

準優勝　天川村（Ａ） チーム

第3位　下市町（堀毛）チーム

第4位　吉野町　　　　チーム

第51回吉野郡民体育大会秋季大会

中学生の「税についての作文」受賞者について

氏　　　名 学　校　名 学　年 賞　　　　名

上　西　比香里さん 天川中学校 ３年生 天川村長賞

吉野納税貯蓄組合
奥　村　真　由さん 洞川中学校 ３年生

連合会会長賞

奈良県租税教室推進
稲　田　悦　子さん 洞川中学校 ３年生

連絡協議会長賞



平成22年11月27日、土曜日の午後よりほほえみポート天川において、シカと森と人の関わりを考
える集いを開催いたしました。
この催しは、山癒の里寄附金の一部を利用して、村と奈良教育大学森林生態系ESDの共催により、

シカによる森林被害が深刻化している弥山山頂付近での状況の把握に加え、大峯地区がユネスコの
エコパークに指定されており、その価値と利用についての認識を深めて、天川村内の自然保護意識
を高めていくことを目的に実施いたしました。
第一部では被害の原因と考えられる、シカの駆除とその有効活用を考える上で重要となる「美味

しいシカ」の食べ方について、奈良市でイタリア料理店レプレを経営する塚本栄三氏によります、
天川産シカ肉のジビエ料理を参加者で試食し、新たな味覚の再発見を行ないました。

第２部は横浜国立大学・日本MAB計画委員会事務局酒井暁子准教授の「大峰はユネスコエコパー
ク（MAB－BR）です！－知っていますか『保全と利用』という精神？－」の講演を頂き、大峯地区
が30年前に世界遺産にも匹敵するユネスコのエコパークに指定されていながら、有効的な活用がな
されておらず、その指定について紹介す
らされていない状況であるため、これを
認識し指定されたメリットを地域の将来
のビジョンに結んでいくための取り組み
を住民全体で盛上げていこうとお話され
ました。
引き続き、総合地球環境学研究所辻野

亮研究員によります「弥山の森はみんな
の財産－どうなってる、誰が守る、どう
守る？」についてご講演いただきました。
弥山の森は天川の人々の誇りであると

ともに、かけがえのない存在です。同時
に、弥山の森はみんなの財産であり、大
切な森だからこそ、国や県は国立公園や

6

シカと森と人の関わりを考える集いを開催しました。

ワークショップ



天然記念物に指定している。保護区を設定したり、現場での対策を講じているが、完全というわけ
ではない。自分たちが何をすればよいか、自
然が守られるかどうかはそれを望む人々の意
志によって決まることから、行政・市民・地
元・研究者などの多様な主体が同じ意思を持
って取り組むことが必要であると述べられま
した。また、講演の中で弥山地区でのシカの
生息数について１平方キロメートル当り20頭
～60頭という結果が出ており、適正生息数で
ある平方キロ当たり５頭を大きく上回ってい
ることが明らかにされ、壊滅的な状況を裏付
ける証拠となりました。

奈良教育大学大学院　山本浩大さんの「シカ獲りに同行して思ったこと」については、シカの有
害駆除に同行した様子が報告され、生き物の命をとる事となるが、シカから森を守っていくために
は頭数を管理する対策が必要であり、現段階では狩猟が有効な手段だという事が報告されました。
村民及び奈良教育大学よりの約100人の参加者は、一応に大峯の山々で起こっている状況を認識さ

れ、シカと森、シカと人の関わりを考える良い機会となりました。
今後に向けても、この状況を広く発信するとともに、皆が協力して取り組んでいける体制作りを

行なって参りたいと思います。

7
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No.8

学習指導要領が変わります！

基礎的な知識・技能は身についていま
すが、実生活の場面に活用する力に課
題があります。

自然体験の機会が少なくなっています。

学習意欲は向上していますが、国際的
には低い水準です。

体力・運動能力が低下しています。

読解力や記述式の問題に課題があります。

学校外での一日の過ごし方に課題があります。

子どもたちの現状は？
＜文科省保護者用パンフレット
「生きる力」(平成20年版)より＞子どもたちの現状は？

中教審答申の「子どもたちの現状と課題」等の資料を図表化したものですが、これらを参考に、
天川村の子どもたちのことをみんなで考えていきたいものです。
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

１ 土 閉　　　　館　　　　日（元日）

２ 日 閉　　　　館　　　　日

３ 月 閉　　　　館　　　　日

４ 火 診　　察 検 査 日 燃焼

５ 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源１

６ 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

７ 金 診　　察 診　　察 燃焼

８ 土 閉　　　　館　　　　日

９ 日 閉　　　　館　　　　日

10 月 閉　　　　館　　　　日（成人の日）

11 火 診　　察 検 査 日 燃焼

12 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

13 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

14 金 診　　察 診　　察 燃焼

15 土 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表
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日 曜日

16 日 閉　　　　館　　　　日

17 月 診　　察 診　　察 燃焼

18 火 診　　察 検 査 日 資源１

19 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

20 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

21 金 診　　察 診　　察 燃焼

22 土 閉　　　　館　　　　日

23 日 閉　　　　館　　　　日

24 月 診　　察 診　　察 燃焼

25 火 診　　察 検 査 日 資源１

26 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

27 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

28 金 診　　察 診　　察 燃焼

29 土 閉　　　　館　　　　日

30 日 閉　　　　館　　　　日

31 月 診　　察 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 1月の予定表
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保 健 事 業
の お 知 ら せ

「ノロウイルス」が主な原因とみられる感染性胃腸炎が増加しています。ノロウイルスによる感染性胃
腸炎や食中毒は１年を通じて発生していますが、特に冬季に流行します。感染力が強く、感染すると下痢
や嘔吐などの症状をもたらすノロウイルス。今年は例年以上の大流行となる可能性も指摘されています。
【どのように感染するのか】
感染経路はほとんどが経口感染で体内に侵入します。感染力が非常に強いです。
例えば・・・
○汚染された食品（特に二枚貝）を生や加熱不十分なまま食べる。
○かかっている人の嘔吐物や糞便を処理する。
○調理した人の手指を介して汚染された食品等を食べる。
○汚染されたドアノブやタオル等を介して、人から人へ感染する。
などがあります。

【経過】
潜伏期間（感染してから発症までの時間）は24～48時間で、主な症状は吐き気・嘔吐・下痢・腹痛であ

り、発熱は軽度です。通常、これらの症状が１～２日続いた後、治癒し、後遺症もありません。しかし乳
幼児や寝たきりの高齢者等免疫力の低い者は、下痢や嘔吐等の症状がきっかけとなって重症や死亡にいた
るケースもおこり得ます
また、感染しても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。
症状がなくなっても、通常で１週間程度、長い時には１ヶ月程度ウイルスの排泄が続く事があるので、

注意が必要です。
【治療法】
特効薬はありません。対症的な治療が中心となります。下痢止め薬は病気の回復を遅らせる事があるの

で使用しないことが望ましいとされています。
早めに医師の診察を受ける事が重要です。

【予防方法】
○手洗いを丁寧に頻回にしましょう。
常に爪を短く切って、指輪等をはずし、石けんを十分泡立て、ブラシなどを使用して手指を洗います。
すすぎは温水による流水で十分に行い、清潔なタオル又はペーパータオルで拭きます。石けんにはウイ
ルスの感染を失わせる効果はありませんが、手の脂肪等の汚れを落とすことにより、ウイルスを手指か
らはがれやすくする効果があります。
ノロウイルスにはアルコール消毒液はあまり効果がありません。
○食品は食品の中心温度85℃以上で１分間以上の加熱を行うと感染性はなくなるとされています。
○調理台、調理器具等は洗剤などを使用し十分に洗浄した後、塩素系漂白剤で浸すように拭きます。また
まな板、包丁、へら、食器、ふきん、タオル等は熱湯（85℃以上）で１分以上の加熱が有効です。二枚
貝を調理する時は、特に注意が必要です。
＜下痢や嘔吐等の症状のある家族がいる場合＞
○排泄の介助や嘔吐物の処理の際には、マスクや使い捨て手袋等着用しましょう。
○作業後の手洗いは必ずしましょう。
○家の中の消毒→人の手の触れる可能性のある物は感染経路になると考えられます。トイレだけでなく、
家庭内の直接手で触れる機会がある場所を消毒しましょう。消毒は塩素系漂白剤（「使用上の注意」を確
認しましょう）または熱湯（85℃以上）で１分です。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎にご注意！

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　163－9110
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【申込み・問合せ先】〒638-0301 奈良県吉野郡天川村川合263-1 天川村総合案内所
10747-63-0999 50747-63-0888〈E-mail〉kankou@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

雪だるま他雪遊びと雪の結晶観察。名物簡単遊びながらのアイスクリーム作りもやってみよう！
（積雪不足の場合中止）（センター前の広場等で雪のあるところ ＝ 幼・小学生からOK）

【集合場所】洞川エコミュージアムセンター　　　　　　　　【講　師】職員
【持ち物】帽子・手袋・タオル・防寒着・雨具・飲み物各自　【参加費】1,500円（小中学生半額）

⑩ 特別編 ☆冬の自然体験☆　雪と遊ぼう 1月23日（日）13：00～15：30

村民みんなの財産！
みなさまには、本年は昨年にも増してのご愛顧、一回でも多くの
ご利用を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

天　川　村
世界遺産「大峯奥駈道」

『いい風呂』お正月営業のお知らせ 『いい風呂』お正月営業のお知らせ 『いい風呂』お正月営業のお知らせ 

村営温泉等３施設は、２・３日に臨時営業
※１月2日（日）・3日（月）は、午後１時から午後5時30分受付終了

（午後6時閉館）
（4日からは通常営業・休館となります。）

ご家族お揃いで、お正月「初風呂」へ！

大きなお風呂で、

ばっちりぬくもるよ～！

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
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前年中に給与（専従者給与を含む）・賃金等を支払われた方は、受給者ごとに給与支払報告書を２部、

１事業所につき総括表を１部作成し、その受給者の１月１日現在に住民登録されている市町村に１月末ま

でに提出していただくことになっています。

平成22年中支払分のものについては下記のとおりですので、お早めに提出をよろしくお願いします。

1．提 出 期 限　　平成23年１月31日（月）です。＊整理の都合上なるべくお早めに提出してください。
2．提　出　先 住民課住民税係へ提出してください。

3．提 出 方 法 郵送もしくは持参してください。

4．提出義務者 平成22年中に給与、賃金等を支払われた事業主（個人・法人を問いません）です。

5．提出対象者 １．平成22年１月１日現在、天川村に居住している者で１月１日現在において、前年

から継続して勤務している者（給与額の多寡を問いません）。

２．前年中に退職している者のうち、給与支払額が30万円を超えている者。30万円以

下の者の分については提出しないこともできますが、出来る限り提出にご協力頂

きますようお願いします。

３．アルバイト・パート等少額所得者や、青色専従者につきましても、提出の義務が

ありますのでご注意ください。

・事業所につき、１枚作成してください。その際、押印も忘れずにお願いします。

・特別徴収・普通徴収・退職者の人数を記入し、提出前に個人別明細書の提出枚数と総括表に記入した人数

と一致しているか再度ご確認ください。

・被扶養者名、前職加算額等は必ず個人別明細書摘要欄に記入してください。

・　１人につき２枚提出してください。

・　「住所」「氏名（フリガナ）」「生年月日」は本人に確認のうえ必ず間違いの無いように記入してください。

・　「適要欄」については次の事項に注意してください。

〇扶養者等がある場合には氏名続柄を記入してください。

〇前職分を含んでいる場合には、その支払者・支払金額・社会保険料の金額・源泉徴収税額・退職年

月日を記入してください。

〇（特定増改築等）住宅借入金等特別控除の適用を受けた者については、その適用を受けた家屋又は

増改築等をした部分を居住の用に供した年月日を記載してください。なお、住宅借入金等特別控除

額が算出税額を超えるため、年末調整で控除しきれない控除額がある場合には、「住宅借入金等特別

控除可能額」を記載してください。

〇事業所の中にやむを得ず普通徴収を希望する者がいる場合は普通徴収と記入してください。

〇中途退職者につきましては、退職年月日を記入してください。

※ 12月初旬に各事業所様宛に案内しておりますが、提出もれが無いように宜しくご協力お願いします。

尚、手書きの給与支払報告書（個人別明細書）や総括表が必要な場合は、住民課住民税係にお問い合

わせ下さい。

お問合せ先：　住民課住民税係　163－0321

事業所の皆様方へ ～給与支払報告書の提出について～

【総括表】について

【給与支払報告書（個人別明細書）】について
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平
成
二
十
二
年
第
三
回
天
川
村
議
会
臨
時
会
が
、

十
一
月
二
十
二
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
に
つ
い
て
は
十
一
月
二
十
二
日
の
一
日
間
と

定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
準
じ
、
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月

数
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
準
じ
、
村
長
・
副
村
長
の
期
末
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
準
じ
、
一
般
職
の
給
料
月
額
の
引
下
げ
及
び
期

末
手
当
等
の
年
間
支
給
月
数
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

平
成
二
十
二
年
第
四
回
天
川
村
議
会
定
例
会
が
、

十
二
月
六
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。
会
期
に

つ
い
て
は
十
二
月
十
日
ま
で
の
五
日
間
と
定
め
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
の
変
更
及
び
後
期
高
齢

者
支
援
分
並
び
に
介
護
分
の
税
率
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◇
天
川
村
立
診
療
所
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇
天
川
村
立
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
村
立
診
療
所
の
閉
鎖
に
伴
い
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

◇
南
和
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
南
和
広
域
連
合
の
基
金
の
処
分
を
行
う
た
め
規
約

の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て

▼
南
和
広
域
連
合
を
解
散
す
る
も
の
で
す
。

◇
五
條
・
吉
野
広
域
行
政
推
進
協
議
会
の
設
置
に
つ

い
て

▼
介
護
保
険
法
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る

事
務
等
を
共
同
処
理
す
る
た
め
協
議
会
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。

◇
天
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

▼
介
護
認
定
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◇
天
川
村
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定

数
等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

▼
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
を
行
う
た
め
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

▼
介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

会
の
委
員
の
報
酬
等
を
定
め
る
た
め
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

可
決
事
項

（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▼
三
二
一，

五
八
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二，

三
六
五，

四
八
一
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▼
四，

七
一
九
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
七
二，

八
六
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▼
三
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一
七
二，

五
三

四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▼
一，

〇
四
七
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
四
二，

〇
三
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▼
九
二
八
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
四
三，

三
三
一

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〜
そ
の
他
〜

◇
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工(

Ａ
Ⅰ)

工
事
に
か
か
る

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
弥
山
橋
橋
梁
架
設
下
部
工(

Ａ
Ⅰ)

工
事
に
関
す
る

も
の
で
す
。

最
終
日
（
十
日
）
に
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
弓
場
議
員
の
質
問

▼
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
雇
用
政
策
、
新
成
長
戦

略
が
検
討
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
始
め
て
い
る
。
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
森
林
管
理
の
枠
組
み
を
国
の
経
済
再
生
に
向

け
て
の
取
組
を
有
力
な
一
環
と
位
置
づ
け
て
提
示

し
て
い
る
。
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
間
伐
促

進
法
や
、
公
共
建
築
物
へ
の
国
産
材
利
用
を
進
め

る
法
律
制
定
を
推
進
・
実
施
し
て
き
て
い
る
。

国
や
県
か
ら
補
助
金
を
頂
、
今
日
ま
で
間
伐
事
業

を
実
施
し
て
き
た
訳
で
す
が
、
切
り
捨
て
間
伐
が

平
成
二
十
二
年
度
で
終
了
し
、
今
後
の
間
伐
事
業

一
般
質
問

補
助
に
つ
い
て
は
、
搬
出
を
前
提
と
し
た
路
網
整

備
な
ど
が
必
須
用
件
と
な
り
、
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
は
、
搬
出
間
伐
の
み
が
、
補
助
事
業
の
対
象

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

と
、
天
川
村
の
小
規
模
な
山
林
所
有
者
は
、
森
林

整
備
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

森
林
が
健
全
な
状
況
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
、
水

資
源
涵
養
や
土
砂
防
備
な
ど
公
益
的
機
能
が
果
た

せ
な
く
な
る
。
林
野
面
積
が
約
九
八
％
を
占
め
、

ま
た
、
そ
の
内
の
六
十
％
が
人
口
林
で
あ
り
天
川

村
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、「
天
の
国
、
木
の
国
、
川
の
国
」
を

標
榜
す
る
天
川
村
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
？

そ
こ
で
、
提
案
で
す
が
、
小
規
模
の
山
林
所
有
が

森
林
整
備
を
行
え
る
よ
う
村
単
独
事
業
と
し
て
補

助
制
度
な
ど
を
創
設
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、

村
長
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。

◇
村
長
答
弁

▼
弓
場
議
員
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の

間
伐
事
業
に
対
す
る
補
助
金
で
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
林
野
庁
に
お
い
て
、「
仮
称
、
森
林
環
境
保

全
直
接
支
援
事
業
」
が
立
案
中
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
直
接
支
援
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
「
造
林
補
助
事

業
」
に
変
わ
る
事
業
で
あ
り
、
京
都
議
定
書
の
森

林
吸
収
目
標
千
三
百
万
炭
素
ト
ン
の
達
成
と
、
木

材
の
自
給
率
五
十
％
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
面
的
に
ま
と
ま
っ
て
計
画
的
な
森
林
整
備

が
行
わ
れ
よ
う
、補
助
金
の
交
付
要
件
も
、こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
く
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

私
も
こ
の
九
月
ま
で
は
、「
直
接
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
搬
出
間
伐
し
か
補
助
対
象
に
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
検
討
中
で
あ
る
」
と
聞
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
つ
い
最
近
林
野
庁
が
発
表
し
た
内
容
に
よ

り
ま
す
と
「
直
接
支
援
事
業
は
間
伐
面
積
が
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
あ
り
、一
定
量
の
搬
出
を
行
え
ば
、

切
り
捨
て
間
伐
も
認
め
ら
れ
る
方
向
」
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
村
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
直
接
支

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
二
年
第
三
回
臨
時
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
第
四
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
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援
事
業
に
従
前
か
ら
あ
る
村
の
補
助
事
業
を
組
み

合
わ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
小
口
の
山
林

所
有
者
の
方
々
に
は
面
的
に
ま
と
ま
っ
て
計
画
的

に
行
な
う
森
林
整
備
事
業
に
参
加
頂
き
、
林
野
庁

が
定
め
る
と
こ
ろ
の
間
伐
面
積
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
を
目
指
し
、
上
手
く
補
助
制
度
に
の
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
参
加
頂
け

な
い
小
口
の
山
林
所
有
者
に
対
し
て
今
の
と
こ

ろ
、
村
単
独
の
補
助
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
国
の
直
接
支
援
事
業
が
確
定
し
た
際
に
、

既
存
の
村
補
助
事
業
が
そ
れ
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た

場
合
、
再
度
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
弓
場
議
員

▼
天
川
村
長
期
総
合
計
画
の
中
で
も
、
間
伐
事
業
を

行
い
、
下
草
植
生
の
豊
か
な
複
層
林
と
し
、
地
崩

れ
防
止
、
水
源
涵
養
機
能
、
水
質
浄
化
、
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
の
機
能
を
回
復
さ
せ
、
荒
廃
し
た

森
林
の
多
面
的
機
能
の
再
生
を
図
る
。
ま
た
、
低

迷
す
る
林
業
の
活
性
化
、
林
業
就
労
者
の
雇
用
対

策
も
図
る
と
あ
り
ま
す
。
村
単
独
事
業
と
し
て
基

準
を
設
け
二
十
三
年
度
以
降
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
、強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

◇
辻
議
員
の
質
問

▼
先
般
、
洞
川
温
泉
進
入
路
、
西
の
淵
橋
よ
り
強
力

な
有
害
物
質
が
流
さ
れ
、
下
流
域
の
多
く
の
魚
が

死
滅
し
、
役
場
職
員
が
除
去
作
業
に
当
た
ら
れ
た

の
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
当
下
流
域
は
ホ

タ
ル
の
大
切
な
生
息
地
で
も
あ
り
、
地
域
に
と
っ

て
無
く
て
は
な
ら
な
い
観
光
資
源
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

先
般
の
、
事
件
に
よ
り
、
約
八
〇
％
の
カ
ワ
ニ
ナ

が
死
滅
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
ま
す
と
、
来
年
は

多
く
の
方
に
失
望
を
与
え
る
こ
と
は
、
目
に
見
え

て
い
ま
す
。

現
在
、
地
元
の
有
志
に
よ
り
、
そ
の
復
活
を
目
指

し
努
力
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
村
と
し

て
支
援
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
か
、
村
長
の

ご
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
、
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
が
、
こ
の
ホ
タ

ル
育
成
に
長
年
に
わ
た
り
、
慈
し
み
育
ん
で
こ
ら

れ
た
人
が
お
ら
れ
る
こ
と
も
皆
様
ご
承
知
の
と
お

り
で
す
。
村
と
し
て
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▼
辻
議
員
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ご
質
問
で
あ
り
ま
し
た
九
月
七
日
発
生
の
河
川
汚

染
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
に
渡

っ
て
魚
類
等
が
死
ん
だ
こ
と
、
そ
の
現
状
は
報
告

や
写
真
な
ど
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
夏
に
お
い
て
も
源
氏
蛍
が
乱
舞
す
る

現
状
も
確
認
で
き
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
下
さ

っ
た
方
々
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
言
う
こ
と
も

解
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
汚
染
事
故
に
よ
る
カ
ワ

ニ
ナ
や
蛍
の
幼
虫
に
ど
の
程
度
影
響
し
て
い
る
か

心
配
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

魚
類
等
を
含
め
影
響
し
た
河
川
全
体
に
お
け
る
生

物
の
こ
と
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
タ
ル
だ
け
に

対
し
て
の
支
援
は
無
理
で
あ
り
、
今
後
は
こ
う
い

う
事
件
を
予
防
す
る
た
め
、
各
種
関
係
団
体
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
組
み
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
き
残
っ
た
生
物
の
来
年
の
状
況
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
辻
議
員

▼
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
出
来

る
限
り
支
援
し
て
頂
き
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

◇
辻
議
員
の
質
問

▼
現
在
、
虻
峠
〜
観
音
峰
平
間
が
整
備
さ
れ
、
春
夏

秋
冬
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
音
峰
頂
上
か
ら
三
塚
を
超
え
て
法
力
峠
か
ら
洞

川
へ
下
山
さ
れ
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
法
力
峠
経
由
で
は
体
力
的
や
時
間
的
制

約
が
あ
り
、
洞
川
温
泉
に
入
れ
な
い
で
乗
り
合
い

バ
ス
に
飛
び
乗
ら
れ
る
方
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
の
方
は
、
虻
峠
〜
観
音
峰
平
の
往
復
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
来
村
者
の
よ
り

多
く
の
ニ
ー
ズ
の
答
え
て
い
く
為
に
は
、「
め
ん

め
ら
の
森
」
か
ら
洞
川
温
泉
へ
下
山
で
き
る
コ
ー

ス
を
新
設
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
塚
山
〜
洞
川
温
泉
ま
で
の
コ
ー
ス
に
は
バ
イ
ケ

イ
草
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
、
山
芍
薬

等
の
花
が
咲
き
、中
間
に
は
眺
望
の
素
晴
ら
し
い
、

休
憩
場
所
が
あ
り
ま
す
。
人
気
の
出
る
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
と
誰
も
が
思
う
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。

三
塚
山
〜
洞
川
温
泉
間
の
登
山
道
の
整
備
を
も
望

み
ま
す
が
、村
長
の
ご
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▼
辻
議
員
さ
ん
の
三
塚
山
〜
洞
川
温
泉
間
の
登
山
道

（
新
設
）
の
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

虻
峠
〜
観
音
峯
間
は
、
観
音
峯
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
以
後
、
人
気
を
呼
び
、
さ
ら
に
奥
へ
の

法
力
峠
へ
向
か
う
登
山
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
三
塚
か
ら
「
め
ん
め
ら
の
森
」

を
通
っ
て
、
洞
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
下
山
ル
ー
ト

の
新
設
で
す
が
、地
域
か
ら
の
声
も
届
い
て
お
り
、

近
々
に
現
場
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
質
問

の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ー
ス
に
は
貴

重
な
野
草
も
自
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
阪
谷
議
員
の
質
問

▼
村
内
に
二
箇
所
の
駐
在
所
が
あ
り
ま
す
が
、
月
に

二
日
程
度
両
方
の
駐
在
所
署
員
が
不
在
に
な
る
日

が
あ
り
ま
す
。

村
長
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

村
民
の
方
々
か
ら
、
両
方
の
駐
在
所
署
員
が
全
く

留
守
に
な
る
日
が
あ
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
女
性

を
狙
っ
た
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
が
下
火
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
最
近
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
オ
ー
ナ
ー
と
宿
泊
客
ま
た
、
客

同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
等
緊
急
を
要
す
る
事
故
事
件
も

増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

観
光
立
村
を
目
指
し
、
村
民
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
る

本
村
に
と
っ
て
駐
在
所
署
員
不
在
と
い
う
の
は
大

き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

署
員
五
十
人
程
度
の
小
規
模
警
察
署
の
再
編
計
画

が
な
さ
れ
、
県
警
で
は
平
成
二
十
五
年
度
末
に
吉

野
署
と
中
吉
野
署
が
統
合
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
統
合
さ
れ
れ
ば
百
人
程
度
の
署
員

に
な
り
、
夜
間
、
休
日
の
体
制
も
よ
り
拡
充
さ
れ

事
故
事
件
に
対
応
し
や
す
く
な
り
駐
在
所
署
員
の

本
署
で
の
当
直
勤
務
が
な
く
な
る
の
で
は
と
私
自

身
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
署
の
再
編
に
つ
い

て
会
議
等
が
な
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

機
会
に
は
是
非
村
内
の
駐
在
所
署
員
不
在
に
な
る

こ
と
の
な
い
よ
う
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
に
至
期
間
、
村
内
の
駐

在
所
署
員
が
不
在
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
重
ね

て
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
し
の
で
す
が
。

こ
の
件
に
つ
い
て
村
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

◇
村
長
答
弁

▼
阪
谷
議
員
の
質
問
に
お
答
え
致
し
ま
す
。

村
内
に
警
察
官
が
不
在
と
な
る
日
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

中
吉
野
警
察
署
に
は
、
折
に
触
れ
「
何
と
か
な
ら

な
い
も
の
か
」
話
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の

人
員
体
制
で
は
勤
務
シ
フ
ト
に
限
界
が
あ
り
、
止

む
を
得
ず
警
察
官
が
不
在
と
な
る
場
合
は
、
本
署

に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
強

化
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

議
員
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
平
成
二
十
六

年
三
月
に
は
警
察
署
の
再
編
が
行
わ
れ
ま
す
。
現

時
点
で
統
合
後
の
詳
細
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
警
察
機
能
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、

不
在
日
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、「
村
民
の
安
全
・
安

心
」
に
と
っ
て
警
察
官
の
村
内
常
駐
は
必
須
要
件

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
に
対
し
引
き
続
き

強
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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流
行
性
耳
下
腺
炎

（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）

流
行
性
耳
下
腺
炎
は
、
ム
ン
プ
ス
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
病
気
で
、
感

染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
り
飛
び
散
っ

た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
な
ど
で
感

染
し
ま
す
。

潜
伏
期
間
は
二
十
日
前
後
で
、
か
か
り

や
す
い
の
は
二
〜
七
歳
の
子
ど
も
で
す
が
、

こ
の
時
期
に
感
染
し
な
け
れ
ば
大
人
で
も

か
か
り
ま
す
。

最
初
に
少
し
熱
が
出
て
、
そ
の
う
ち
片

側
ま
た
は
両
側
の
耳
た
ぶ
の
下
に
あ
る
唾

液
腺
、
つ
ま
り
耳
下
腺
が
痛
み
を
伴
っ
て

腫
れ
て
き
ま
す
。
初
め
は
片
側
だ
け
で
も
、

二
〜
三
日
遅
れ
て
反
対
側
も
腫
れ
て
き
ま

す
。
顎
下
腺
（
顎
の
下
に
あ
る
）
や
舌
下

腺
も
腫
れ
る
の
で
、
耳
の
下
か
ら
顎
ま
で

腫
れ
て
「
お
多
福
」
の
よ
う
な
顔
に
な
る

た
め
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
と
も
言
い
ま
す
。

腫
れ
は
、
年
少
児
で
は
四
日
程
度
、
年

齢
が
上
が
る
に
つ
れ
長
引
き
七
日
間
程
度

続
き
ま
す
。
発
熱
は
腫
れ
が
最
大
に
な
る

頃
ま
で
続
い
た
後
に
解
熱
し
、
痛
み
と
腫

れ
が
引
い
て
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
腫
れ
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
て
も

発
熱
が
続
き
、
さ
ら
に
頭
痛
、
嘔
吐
な
ど

が
見
ら
れ
た
ら
、
髄
膜
炎
の
併
発
が
疑
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
思
春
期
以
降
に
感
染
す
る
と
、

男
性
は
睾
丸
炎
、
女
性
は
卵
巣
炎
を
併
発

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
睾
丸
炎
は
不
妊

症
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ム
ン
プ
ス
ウ
ィ
ル
ス
に
有
効
な
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
然
治
癒
す
る
疾
病
で
す
。

ま
た
、
一
度
感
染
す
る
と
免
疫
が
で
き
、

二
度
と
か
か
り
ま
せ
ん
。

予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で

す
。
任
意
接
種
で
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方

は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検

査
等
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

一
月
十
一
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形

外
科
部
会
）

一
月
十
八
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神

経
科
部
会
）

一
月
十
九
日（
水
）
午
前
十
時
〜
十
一
時

予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科

部
会
）

一
月
二
十
五
日（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
･
一
階
　
県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木

駅
か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

▼
開
催
日
・
テ
ー
マ

・
一
月
八
日：

建
築
に
関
す
る
紛
争

・
二
月
十
二
日：

犯
罪
被
害
者

・
三
月
十
二
日：

成
年
後
見

▼
時
間：

午
後
一
時
〜
三
時
ま
で

▼
場
所：

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込：

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
四
二
―

二
三
―
八
三
一
九
）
に
て

希
望
講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入

▼
申
込
先：

奈
良
弁
護
士
会

〒
六
三
〇
―
八
二
三
七

奈
良
市
中
筋
町
二
十
二
番
地
の
一

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
二
〇
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
二
―
二
三-

八
三
一
九

こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
、
地
デ

ジ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

地
デ
ジ
化
の
対
応
に
つ
い
て
、
お
問
い

合
わ
せ
は
下
記
よ
り
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
（
地
デ

ジ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

1：

〇
一
二
〇
―
六
六
七
―
六
四
五

（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
三
十
分
、

日
・
祝
日
を
除
く
）

特
定
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
特
定
の
産

業
に
従
事
す
る
基
幹
的
労
働
者
と
そ
の
使

用
者
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

お し ら せ

以
外
の
労
働
者
は
奈
良
県
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

●
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額
七
九
一
円

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
効
）

●
電
機
関
係
製
造
業

時
間
額
七
九
二
円

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
効
）

●
自
動
車
小
売
業

時
間
額
七
九
二
円

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
効
）

●
木
材
・
木
製
品
、
家
具
・
装
備
品
製
造

業
（
製
材
熟
練
等
）

時
間
額
八
一
六
円
、
日
額
六
五
二
七
円

（
平
成
元
年
一
月
二
十
五
日
発
効
）

奈
良
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

1：

〇
七
四
二
―
三
二
―
〇
二
〇
六

▼
時
間
額：

六
九
一
円

（
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
発
効
）

最
低
賃
金
は
、
常
時
・
臨
時
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
雇
用
形

態
や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

奈
良
労
働
局
賃
金
室

1：

〇
七
四
二
―
三
二
―
〇
二
〇
六

大
淀
労
働
基
準
監
督

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
〇
二
六
一

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

発
電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機
械

器
具
、
産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生

用
電
気
機
械
器
具
製
造
業

「
市
民
法
律
講
座
」
実
施
要
領

特
定
最
低
賃
金
」
改
定
の

お
知
ら
せ

地
デ
ジ
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設

奈
良
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
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I N F O R M A T I NO

善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

小　屋　敏　巳 様

（亡母　小屋百々香さんの供養として）

ありがとうございました

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
南
和
広
域

衛
生
組
合
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
又
は

製
造
の
請
負
、
そ
の
他
契
約
（
建
設
工
事
、

測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い

て
の
契
約
を
除
く
。）
に
係
る
指
名
競
争
入

札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
審
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
手
続
き
に
従
い
書
類
作
成
の
上
、
期

限
内
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
受
付
期
間：

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

（
火
）
か
ら
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八

日
（
月
）

▼
受
付
時
間：

午
前
九
時
か
ら
正
午
、
午

後
一
時
か
ら
午
後
五
時
（
時
間
厳
守
）

土
日
祝
日
は
、
除
き
ま
す
。
ま
た
期
間

が
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
出
書
類
等：

申
請
用
紙
は
、
南
和
広

域
衛
生
組
合
で
配
布
し
ま
す
。（
国
土
交

通
省
の
様
式
可
。）（
ま
た
は
、
四
町
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
印
刷
す
る
こ
と
も
可
）

▼
提
出
先：

〒
六
三
八
―
〇
八
〇
一

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
芦
原
１
８
５
番
地

▼
お
問
合
せ
先：

南
和
広
域
衛
生
組
合

南
和
広
域
美
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局

1：

〇
七
四
七
―
五
二
―
三
二
五
三

▼
申
請
方
法：

持
参
ま
た
は
郵
送
（
二
月

二
十
八
日
ま
で
の
消
印
有
効
）
で
申
し

込
み
下
さ
い
。（
南
和
広
域
衛
生
組
合
は
、

大
淀
町
、
高
取
町
、
黒
滝
村
、
天
川
村

の
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
を
共
同
処
理

す
る
た
め
に
平
成
四
年
四
月
一
日
に
設

立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
す
。）

一：

ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を

・
大
き
な
ゆ
れ
が
続
く
の
は
、
長
く
て
も

一
〜
二
分
ぐ
ら
い
。
丈
夫
な
机
や
テ
ー

ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
し
ま
し
ょ
う
。

・
背
の
高
い
タ
ン
ス
、
本
棚
や
窓
ガ
ラ
ス

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

二：

慌
て
ず
火
の
始
末
を

・
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
ス
ト
ー
ブ
は
、「
耐
震
自
動
消
火
装
置

付
」
の
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
）

・
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
閉
め
て
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
は
「
切
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

三：

避
難
は
徒
歩
で

・
避
難
は
自
動
車
を
使
わ
な
い
で
、
徒
歩

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
あ
わ
て
て
階
段
を
か
け
降
り
た
り
、
窓
や

屋
根
か
ら
飛
び
降
り
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

四：

自
動
車
の
運
転
中
で
は

・
消
火
栓
や
交
差
点
を
さ
け
て
、
道
路
の

左
側
に
停
止
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

・
警
察
官
が
交
通
規
制
を
行
っ
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

五：

正
し
い
情
報
の
入
手
を

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注
意
し
て
、

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
役
場
、
警
察
、
消
防
か
ら
の
情
報
に
は
、

た
え
ず
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
要
、
不
急
な
電
話
は
、
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
吉
野
警
察
署
よ
り
お
知
ら
せ

（
地
震
に
備
え
て
）

1

2

3

4

六：

協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を

・
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
、
み
ん
な
が
協

力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

七：

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う

・
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
時
の
連
絡

方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
持
出
袋
な
ど
は
、
い
つ
で
も
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1：

五
三
―
〇
一
一
〇
　
中
吉
野
警
察
署

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
や
す
く
す
る

た
め
に
、
平
成
二
十
年
三
月
分
よ
り
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
場
合
は
「
国
民
年
金
保
険
料

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
（
変
更
）
申
出

書
」
を
年
金
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保
険
料
は

「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込
み

の
定
額
保
険
料
」
で
す
。
過
去
の
未
払
い

分
及
び
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い

る
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
毎
月
払
い

（
毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末
に
立
替
）
に
は

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
前
納
及
び
半

年
前
納
の
割
引
額
は
、
現
金
で
納
付
す
る

場
合
と
同
様
で
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数

は
一
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。日

本
年
金
機
構
・
天
川
村

南
和
広
域
衛
生
組
合
が
行
う
物
品

購
入
等
に
係
る
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 29.88トン
前月比 93.84％
前年同月比 100.98％

不燃 3.25トン
前月比 67.29％
前年同月比 110.54％

資源 5.90トン
前月比 108.46％
前年同月比 101.16％

粗大 1.34トン
前月比 74.86％
前年同月比 110.74％

11月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

22年
12月

31日
発
行
　
通
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12月15日天川幼稚園にサンタさんがやってきました。子ども達は何日も前からクリスマス

ツリーを飾ったり帽子を作って、この日を楽しみに待っていました。

大きな袋にプレゼントを一杯入れてやってきたサンタさんから、一人一人クリスマスプレゼ

ントをもらって、大喜びの子ども達でした。子ども達は「サンタさんは何歳ですか」「好きな色

は何ですか？」「サンタさんの国の子ども達はどんな遊びをしますか？」等々質問をしながらサ

ンタさんと一緒にクリスマス会を楽しみました。そしてみんなでサンタさんに来年も天川幼稚

園に来てくれることをお願いしました。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

サンタさんがやってきたよ！ サンタさんがやってきたよ！ 
★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 


